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今年の冬は雪が多く各地でしばしば大雪警報が発表さ

れ，生活や仕事に支障をきたしたという方も少なくない

と思います。我が国における COVID-19の流行は依然

深刻であり，第 6 波による 1 日死者数は過去最大を記録

し，医療の逼迫問題はますます深刻化しています。この

地球規模の公衆衛生危機を乗り越えるため，あるいは将

来の同じような公衆衛生危機に対応するために，公衆衛

生学分野の論文という形で，公衆衛生危機に対応する科

学的根拠を蓄積することは本誌の役割の 1 つであると考

えています。

さて，第69巻 3 号をお届けします。本号では，原著 2
編，資料 3 編が掲載されています。竹田らは，緊急事態

宣言による歯科受療の差し控えに関わる受診抑制要因を

明らかにしており，長期化する COVID-19流行下での

歯科受診促進に一定の示唆を与えています。岩田は，飲

酒・喫煙の誘いに対する高校生の断り方について調査

し，簡潔あるいは理由を伴う断り方と喫煙行為の少なさ

との関連を明らかにしています。高校生を対象とした喫

煙防止教育に資する 1 つの根拠となると考えられます。

奥山らは，COVID-19が基礎疾患保持者の療養生活に与

える影響について調査し，特に呼吸器疾患や精神疾患を

持つ者に影響を与えていること，また自分自身が感染す

る可能性があると考えている基礎疾患保持者は少ないこ

とを明らかにしています。COVID-19対策立案に資する

1 つの資料になると思われます。渡邉らは，高齢期の就

労と主観的健康感の縦断的関連について文献調査を行

い，この 2 者の間に一定の関連が存在することを明らか

にしています。高齢期の健康を考える上での 1 つの貴重

な情報となると思われます。笠原らは，COVID-19流行

下での保健師活動を調査し，COVID-19の功罪，新しく

始めた取り組みを明らかにしています。他県において保

健活動を見直す上での 1 つの資料となる可能性がありま

す。

日本公衆衛生学会が刊行する日本公衆衛生雑誌は，日

本の健康問題を解決するための戦略や対策を考え，それ

を社会に実装するために必要な科学的根拠を集約する重

要な場になっていると考えています。会員の皆様からの

積極的な投稿をお待ちしております。 （谷村 晋）


